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目的
さといも連作４年目圃場において、腐植酸資材および石灰資材施
用で連作障害の軽減を図る。

試験方法
処理区：①対照区（慣行）、②腐植酸区（①+フミカルアップ連用
7.5 /a）、③ケイ酸区（①+ケイ酸資材連用、粒状ケイカル5kg/a）、
④石膏追肥区（①+カルゲン粒剤追肥2kg/a）

各区３反復
調査項目：生育、収量、品質、土壌分析

２０２０年試験概要

4/12石灰窒素40kg（CaO9.2kg)・消石灰200kg（CaO130kg）
・里芋配合160kg
7/21BM畑作１号20kg
定植5/1～5/2
収穫10/19～11/14



CaO:11.3kg/10a基肥



CaO 40％

CaO:20kg/10a基肥



CaO 30.5％

CaO:6.1kg/10a追肥



4月10日

２０２０年空撮による生育概況



６月１１日



６月２３日



６月３０日



７月１３日



７月２２日



８月２４日



９月７日



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

6／8 7／6 7／15 7／22 7／29 8／5 8／12 8／19 8／26 9／2 9／9 9／16

葉
齢

対照 腐植酸 ケイカル

生育の推移：葉齢（葉数）

葉数は概ね各区とも同数で推移した。
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対照 腐植酸 ケイカル 石膏追肥

生育の推移：葉柄長

バラツキがあるが葉柄長は腐植酸と石膏追肥でやや長い傾向であった。
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対照 腐植酸 ケイカル 石膏追肥

生育の推移：最大葉長

葉長も腐植酸区と石膏追肥区で長い傾向くなるであった。
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対照 腐植酸 ケイカル 石膏追肥

生育の推移：最大葉幅長

葉幅長も腐植酸区と石膏追肥区でやや長い傾向であった。
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収穫量

収量は腐植酸区＞追肥区＞ケイカル区＞対照区の順となった。
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収穫個数は腐植酸区＞ケイカル区＝対照区＝追肥区となった。
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対照 腐植酸 ケイカル

土壌のカルシウム含有量

土壌の交換態カルシウムは初期では投入量に応じてケイカル区＞腐植酸区
＞対照区であったが、７月以降は各区とも同程度となった。

基肥CaO：腐植酸区11.3kg
ケイカル区20kg
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作物体（芋）のカルシウム含有率

収穫物（芋）のカルシウム含量はケイカル区＞腐植酸区≒石膏追肥区
＞対照区の順となった。
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2018年 2019年 2020年

３カ年栽培期間の気温比較

２０１８年は７月全般、２０１９年は８月前半、２０２０年は８月後半～
９月前半に高温になるという特徴があった。

３カ年総括
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３年間の日照条件

2018日照時間（5日平均） 2019日照時間（5日平均） 2020日照時間（5日平均）

2018積算日照時間 2019積算日照時間 2020積算日照時間

２０１８年は７月全般、２０１９年は５月と８月前半、２０２０年は６月前半
と８月後半の日照時間が長かった。
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栽培期間の降水量

2018年降水量(mm) 2019年降水量(mm) 2020年降水量(mm)

2018年積算降水量(mm） 2019年積算降水量(mm） 2020年積算降水量(mm）

２０２０年は７月の降水量が多く、栽培期間積算で１０００ｍｍ
と大量の降水量となった。
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表層地温は２０１８年は生育前半、２０２０年は生育後半で高く、深層地
温は２０１９年の８月で高くなる傾向であった。
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各処理区とも連作年数に応じて減収した。しかし、腐植酸区次いで珪酸区
は減収程度が抑制された。２０２０年は石膏追肥により減収が抑制された。
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各区とも連作によって芋個数が減少するが、腐植酸区では孫芋個数の減少が
抑制された。

収穫個数



対照 110 124 99 83 78 88 対照 60 64 70 71 104 73 対照 26 42 28 38 49 51

1 87 91 75 86 113 97 2 107 114 97 143 177 158 3 127 197 156 248 273 166

82 86 114 96 92 88 106 101 119 125 136 92 94 239 204 192 172 60

81 92 86 79 79 73 90 131 91 114 138 124 124 94 159 183 78 56

12 19 68 21 11 31 86 73 71 77 80 91 98 26 75 66 42 87

12 7 14 10 21 42 28 13 24 72 7 19 26 42 13 12 37 24

腐植酸 71 71 97 149 159 194 腐植酸 67 78 95 74 71 46 腐植酸 68 94 35 43 53 76

1 164 152 92 123 71 116 2 115 146 143 161 123 97 3 104 141 134 148 228 157

136 141 167 161 184 171 151 114 138 189 188 181 143 141 130 142 98 88

169 168 124 114 139 132 95 146 134 136 107 99 106 144 106 119 98 59

217 214 221 155 118 96 74 156 168 156 93 99 126 122 114 83 62 57

72 86 135 172 54 32 42 61 28 16 72 34 16 76 42 26 33 34

ケイ酸 44 73 29 41 52 23 ケイ酸 114 102 81 98 141 157 ケイ酸 36 77 81 91 55 39

1 82 79 148 82 107 102 2 103 184 176 77 65 75 3 59 70 63 138 106 69

190 109 107 117 113 166 210 209 186 164 124 161 67 84 91 74 53 38

129 172 212 122 114 135 196 217 153 163 176 147 111 76 65 64 44 76

105 93 95 103 105 97 207 275 274 143 182 91 52 30 44 24 35 33

83 66 55 72 109 32 143 216 174 177 64 89 8 15 31 18 24 52

土壌断面（60cm×60cm）の根数分布（10cm×10cm）
調査2018/9/6
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気温 湿度 日照 風速

℃ ％ Lux m/S

7月11日 11:30-12:10 27 86 47000 3-5 湿潤

7月23日 9:50-10:50 32 67 87000 2-4 湿潤

8月3日 9:30-10:30 31 58 107000 2-3 乾燥

8月8日 10:15-11:05 30 70 119000 2-4 少し湿潤

8月10日 10:20-10:45 28 88 31000 1-2 十分湿潤

9月3日 9:10-9:50 25 79 57000 3-5 湿潤

9月6日 9:50-11:00 28 67 110000 1-2 少し湿潤

時刻 地面
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気
孔
開
度

気孔開度

慣行 腐植酸 ケイ酸カリ

浸潤液番号 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

エチレングリコール％ 10 20 30 40 50 60

イソブチルアルコール％ 90 80 70 60 50 40

気孔開度 1 2 3 4 5 6

閉 開

気孔開度（浸潤法）２０１８年
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日降水量 対照区 腐植酸区 ケイ酸カリ区

矢印：対照区より腐植酸区で
水分減少が速い。



CaO MgO K2O NH4-N

対照区 629(11.8)a 71.7(4.1) 85.4(14.1) 0.72(0.09)a

腐植酸区 380(31.7)b 76.7(2.8) 80.2(  5.2) 0.30(0.07)b

ケイ酸区 381(41.9)b 80.3(5.5) 132.9(39.5) 0.44(0.06)b

mg/100g乾土

615 357 322

431 636 324

463 387 606

収穫後土壌の反復別ＣａＯ含量（mg/100g乾土）

対照区

腐植酸区

ケイ酸区

収穫跡地の土壌交換態養分の含有量（２０１９年度）
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まとめ
•連作2年目に比べて対照区は連作4年目で50％
減収したが、腐植酸資材施用区では40％減収に
とどまった。

•連作（2年→4年）での減収は孫芋の個数減が主
要因であり、対照区は1株当り孫芋で2Lが5→0
個、Lが4→2個と減少した。腐植酸区でも2Lは
4→0個であったがLは4→5個と減少が少なかっ
た。

•対照区は連作により根の養水分吸収能が低下す
る傾向があり、特にカルシウムと窒素吸収が低
下した。

•カルシウム施肥増により連作減収は若干抑制さ
れたが腐植酸施用の組合わせで効果がより高く
なった。



費用対効果

フミカルアップ15kg袋：1700円
75kg/10a施用で1700×5＝8500円

ケイカル20kg袋：600円
50kg/10a施用で600×2.5＝1500円

ケイ酸カリプレミア20kg袋：2500円
50kg/10a施用で2500×2.5＝6250円

畑のカルシウム20kg袋：1500円
20kg/10a追肥で1500×1＝1500円
50kg/10a基肥で1500×2.5＝3750円


